
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  夏休みが終わり、学校生活が今日から再開しました。しかし、暑さは

夏休み中と全く変わりません。熱中症、そして感染症対策に気を配りな

がら、学びを止めないように支援にあたりたいと思います。 

全校集会では、校長からの話として次のようなことを伝えました。 
 

いろいろな経験ができた夏休みだったと思うが、夏休みに入る前に伝えたような 4 月からの学習の学

び直しとチャレンジの夏になっただろうか。今、後悔よりも満足の気持ちが多いと嬉しい。 

これからの約一か月は、学校祭、新しいチームで臨む新人戦など大きなイベントが控えている。すで

に計画されていることの中で、どうするとより自分たちの力を発揮できるか考えてほしい。自分たちで

決めていいことはいくつもある。どんどん考えを出し合って、自分たちで形作っていってほしい。決め

られたことだけしているのでは、最近の生成 AI にも負けてしまう。最近では、質問すると答えてくれ

るだけではなく、提案までしてくれる。自分たちから提案できることは素晴らしいこと。小浜中学校の

学校見学の報告を聞いて、どうだっただろうか。生徒玄関に掲示してあるので再度振り返ってほしい。

学校祭、新しいチーム作り、そして 2 学期の生徒会に向けてのヒントがあるかもしれない。 

戸惑うこと、気になることがあれば、友達や先生、おうちの人に相談してほしい。人に話すことで、

自然と考えがまとまったり、落ち着いてきたりするものだ。 

学校祭や新人戦を通して、あなたたちの仲間づくりの力、協力する力、そしてやりがいが育まれて、

「自分の強み」をまた一つ発見できることを願う。いい 9 月にしよう！  
 

私たち教職員もこの一か月の学校行事を通して、「あなたならどうする?」「どうしたらいいと思

う? 」と、子供たちと共に考える機会を増やしつつ、しかし子供たちの一歩先を歩めるよう、学び

続ける教職員として、初めてのこと、不得意なことにも挑戦していければと思います。  
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1 学期後半戦がスタートしました。 
＜めざす生徒像＞ 
○確かな学力を持ち、それを活用

しようとする生徒 
○互いに違いを認め合い、自信を
持って活動できる生徒 

○郷土に誇りと責任を持ち、夢や
希望を語れる生徒 

小浜中学校視察報告会を終えて(これから取り入れてみたいこと) 

・3分前入室 1分前着席 

・話している人への返答 (聞く意識が生まれる。相互理解が深まる。) 

・全員が自分の意見をもって共有・・・他の人との意見の違いを知る。 

・タブレットやテレビ(ディスプレイ)使用の高頻度化 

・学校全体で生徒が取り組む目標(1 つ)、クラス内の目標(3 つ)を設定 

・各委員会活動の共有の場(中央委員会の活性化) 

・帰りの会でレクリェーションを実施(全員参加の取組を。互いを褒め合える取組を。)  

・ペアワークを取り入れる。(クラス内の仲がよくなる 発言しやすい雰囲気づくりになる。) 

・ミニ生徒総会を開く。(気軽に質問、積極的に意見交換) 

・マナーアップキャンペーンの実施(全校で取り組みたいことを決めて取り組んでみる。) 

・対話集会、オープン会議。異学年の班を作って、いろんなテーマで話し合う機会をもつ。 

・目安箱の設置 (今よりも意見を言いやすくするために。) 

・複数委員会が連携して実施するイベント(川西中でも面白い企画はしているけれど、委員会同 

士で協力して実施したい。) 

今後どのようなことが実現していくか楽しみです。 



『令和 7年度 インターネット安全・安心通信』を紹介します 

インターネットを安全に活用するための注意点などを紹介している通信が、県防災安全部県民安全課 

から、定期的に配信されます。児童生徒向け、保護者向けとあります。ご活用ください。 

 ★最新号は、児童生徒向け 「軽い気持ちで動画を上げないで」 

保護者向け 「確認！オンラインゲームの注意点」と題して取り上げられています。 

 

 

福井医療大学より講師をお招きし、 「折れない心を育てる」と題してご講演いただきました。悩

みと苦しみのメカニズムや、心の支えになる人間関係や夢をもつことの大切さについて教えてく

ださいました。そしてお互いを認め合う人間関係や、「反復」を中心とするカウンセリング的な声

かけの仕方などをとても分かりやすくお話ししていただきました。 

<生徒の振り返りより> 

・全部完璧じゃなくても「まあいいか」と思うことで少し楽になれると知りました。落ち込んでいる友達 

がいたら、まず話を聞いて反復をするのがいいとわかりました。 

・苦しんでいる人は、自分の苦しみをわかってくれる人がいると嬉しいということがわかりました。もし、 

苦しんでいる人がいたら、自分から話しかけて苦しみを共感できるようにしたいなと思いました。 

・生きているだけで悩み事は増えていくけど、一つ一つと向き合っていてもだめだと思いました。なので、

ダメだと思う自分を受け入れてあげられたらいいと思います。 

 

 

 早朝の短い時間ではありましたが、生徒と PTA 会員とが共に、学校 

環境美化に汗を流しました。屋内では、トイレや手洗い場、屋外では 

グラウンドの草刈り、側溝清掃と 4つの担当に分かれて実施しました。 

普段、手が足りずに清掃が行き届いていない場所でしたが、きれいに 

整えられました。会員の皆様、ご協力ありがとうございました。 

 
 
 

大きな行燈用の和紙に絵を描くボランティアに今年は本郷地区以外の生徒も参加しました。 

図鑑やインターネットの画像を参考にしながら、夏の思い出を想起させる情景を思い思いに描

いていました。 

この行燈は、7月 27 日(日)

の本郷地区ふるさと祭り会場に

設置される予定でしたが、当日

は雨天だったため、現在も公民

館室内に展示されています。公

民館にお立ち寄りの際にご覧い

ただければと思います。 

  

  

 

 

7/17(木)医療大学出前講座 ～折れない心を育てる 

7/19(土) 本郷地区ジャンボ行燈づくり参加 

7/26(土)PTA 学校ボランティア 

本校のＨＰ  
学校生活の様子を随時、 
お伝えしていきます。  

福井市ドリーム通信 
部活動の地域移行に関する情報や福井市の 

中学生の地域クラブ活動への参加に向けた取 
組の進捗状況等をお知らせしています。  


